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15.1ク レ ー ン

昭和32年頭初は前年に引続いて設備の新設,拡充およ

び合理化に対するクレー 後半金融引き

締めによりようやくその歩調が鈍ってきたが, 作量は

依然増加の一途をたどった｡需要先ほ各方面にわたって

いるが,特に電九 鉄鋼および化学工業方面に多く,天

井クレーンをほじめ石灰,鉱石の陸揚貯蔵設備,各種製

鋼用クレーンなど多種に及び,なかでも天井クレーンは

数量において圧倒的に多く,発電所用に100t以上の大

型機多数を製作した｡特に注目すべきほインドのTATA

製鉄に納めた20数台の天井クレーンとソーカーおよびス

トリッパクレーンそれぞれ2台であって,これは31年に

引続いて技術の優秀さを買われて輸出に成功したもので

今後の活躍が期待される｡

一般に最近のクレーンの鉄骨構造は熔接技術の進歩に

より鋼板構造が採用され,特に軽量な剛性の大なる張殻

構造に移行する憤向にあり,軽快なスマートな外観をも

ったものになりつつある｡一方機械構 においてほ各装

置ともそれぞれユニットごとにまとめたブロック構造と

し,歯車類はすべて油槽中で運転され,各軸受ほころが

り軸受として,高能率,長寿命で,保守の容易なしかも

静粛な運転を図る傾向にある｡

速度制御の面においても,巻下速度制御用として従来

よりの CF 制御の全面実施についで,マグネットを利

用したHM制御,インダクションブレーキの応用,よ

り大容量のものには交流ダイナミックブレーキを利用す

るなど,容易な運転と作 の能率化を図りつつあり,さ

らに大規模のものでほ直流ワードレオナード制御により

HTD を併用して動作の速応性にあわせ

て尖頭電流の制限を図り高速,高能率化

を図っている｡特に最近受注せるアン/ロ

ーダほ最近の傾向である高速大容量機の

先端を行くもので容量は鉄鉱石で1,000

t仙でバケツの容量7m3(14t)という

巨大なもので,もちろん直流ワードレオ

ナード制御でHTDを利用し高能率化を

図っている｡

15.】.1▽型5t橋形クレーン

近年における熔接およびプレス作業の

発達に伴い鉄板を主体とした薄板構造を

クレーンの構造部分に応用して重量の軽

減を計るとともに,外観を簡明直哉な形

状とする方法が採用されるに至った｡

第1図 ▽型5tx18m橋形クレーン

韮
第2図 桁 の 断 面

日立製作所亀有工場製権ヤードに新設された5t橋形ク

レーンほ上記の傾向に沿って特に構造の簡素化をねらつ

て設計されたもので新い′､クレーンの一つの形を示すも

のといえる｡すなわち桁ほ弟】図に示すように薄鉄板に

第3園芸20t/7.5tx16.5m橋形ク レ
ー

ン
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て構成された三角形の閉塞断面(いわゆ

るデルタボックス )で,これと調和の

とれたボックス型の両脚とともにラーメ

ン構造を形成し,

げおよび

な形状でしかも曲

りに対する抵抗力の大きな安

定した構造である｡そのほかトロリとし

てほ2台のモノレールホイストを懸垂

し,単独運転はもちろん,2台併列

を行って長尺物の 搬に便利なように計

画され,また直接建家内に進入L尾内の

天井クレーンと立体交叉して高能率の荷

役が行えるように配置されている.｡

15･1･2 主巻使用範囲制限装置付橋形

クレーン

日本国有鉄 小名木川駅柄杓に雑貨荷

役用として設置された20t/7.5t フック

付クラブトロリ式橋形クレーンは荷扱い

の関係で7.5tをこえる荷重はスパン内

でのみ扱われるので特に主巻使用範囲制

限装置を備えている｡すなわち主巻の20tほその使川範

囲をスパン内のみに制限し,補巻7.5tのみがクラブ横

行範囲全域にわたり使用できるよう計画されたもので,

鉄棒各部の強度もそれにあわせて設計されている._､

15.l.3 積込機兼用アンローダ

最近中型のアンローダは水平引込クレーン付が多くほ

かの形式はその例が少ない._こ しかLながら荷役の内容,

立地条件によってほロープトロリ式もまたすぐれた性能

を有し,特に設備費を少なくし漬込機としても容易に兼

用できる点においてはロープトロリ式がすぐれている-.

32年度にほ富士製鉄株式会社釜石

ローダは石炭,鉱石の陸揚げおよび

鉄所に納入Lた,アン

品の積込に使用す

るほか,既設機との互換性などの理由からロープトロリ

式を採用したが,程々の工夫,改良を加えアントローダと

Lてその機能はきわめて優秀なるのみならず,新親考

による慣転機構を追加したことにより 単に製品積込機

として使用できる万能型アンローダである｡

15.l.4 最近の鋼塊クレーン

ー般に銅塊クレーンと呼ばれるものは,鋳型から鋼塊

を抽出するストリッパクレーンと,均熱炉裸 において

鋼塊のみを振り扱うリーキソグピットクレーンとの総称

であるが,わが国ではストリッパクレーンにより均熱炉

用のソーキングピットクレーンを兼ねているものも多

いG

最近のストリッパクレーンは鋼塊が大型になり,上抜

式の抽塊機構を要求されるので,非常に強大な抽塊力

を必要とし,32年にインドTATA製鉄に納めた2台1コ

は旋回は行はないが抽塊力200tを出す強力なものであ

第4図 7.5t ロープトロリ式アン′ローダ

第5図 TATA製鉄納200tストリッパクレーン

抽塊装置

る.｡本機ほ前述のとおり旋回ほしないが標 の下幅広の

鋼塊も処理することができる｡トングのほかにリンクを

備えていて,その運動はネジによりトングを開閉し,抽

塊力200tを出すことができる｡従来のモルガン型と異

向上を

ネジを採用し,推力は転り軸受にて取り,効率の

っている｡リンクの開閉は偏心板から開閉ロー

プを経て操作される｡ガーダはボックスガーガでAISE
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基皇酎こ準拠した構造である｡

次にソーキングピットクレーンも巻上荷重15t,補巻

15t 付のものをTATA製鉄に2台納入したが,本機ほ

トングの開閉ほロープにより行い,鋼塊をその自重を利

用してつかむ形式のもので,さきのストリッパクレーン

と対をなすものである.｡旋回は一般にロープによるもの

や,つか長のマスト上部に電動機を置いているものなど

種々あるが,本棟ほ従来のストリッパクレーンと同様に,

旋回電動機をクラブフレーム上面に固定L,旋回用の堅

軸によりトング部分を旋川させる方式を採ったので,電

気部分が炉の高熱にさらされることが少ない｡

TATA製鉄納めのものはともにAISE 型直流電動機

を採川L,制御方式もすべて間接制御方式であり,特に

走行の電動機ほおのおのガ一郎こ1台あて配置されたダ

ブルドライブ式で,クレーンのホイルの半数を駆動し,

その機械的構造ほAISEr32-A-S塑を･採用している.｡

15,1.5 単ホール式のカバーキャリジ

カノミ-キャリジほ終戦後の新機種であり,製作台数も

十数ホをこえたJその形式も遠方操作や運転室付の別は

あるが,大きく分けると均熱炉の形式によりAMCO式

と SURFACE COMBUSTION式の2托の炉に用いら

れるものに分類することができるて

AMCO メこ灯咤こj~Hいられるものほ均熱炉数列にまたが

り,数列のカバーを1台のキャリジで開閉操作をする

が,後者は1組の炉に1台あてのキャリジを備え,カバ

rはキャリジのド耶に取り付けられたまま遠方操作を行

う形式である､

32年に富士製鉄株式会社釜石製鉄所に納入した25tカ

バーキャリジ6台ほ後者に属し,単ホール式のものである｢

第る図に示すように1台のキャリジに1組の吊上装閏

と1組の横行装置を備え,隣りのホールに無関係に遠プノ

第6図 25t カ バ ー キ ャリ ジ

操作によりカバーの開閉を行うことができる.ニ本機ほ炉

と炉の中間に架設されたⅠビーム上を走行するため,集

電装置ほケーブル 電を行い,このためケーブル巻改装

置を機上に備えている.ニ

15.1.る スラブ装入機第一号完成

厚板増産に応tて,16tスラブ装入機を1台八幡製鉄

株式会社に納入したが,本機は天井走行型で最大16tま

でのスラブをつかみ均熱炉への装入,ロールまでの運搬

に使用される特殊用途の装入機である亡 その用途の面か

らも特殊の形状を要求され,その惟能にも十分検討を加

えて製作されたし

ガーダは八幡 鉄株式会社製 力鋼(ウユルテンう

を用いて,全熔接とし,製作にあたっては各種の予備試験

を行い,熔接施工上にも完壁を期した｡その構造はボック

スガーガで,特に内側腹板の真上に横行軌条を配置した

特殊形式である｢この形式のガーダについては,さきに実

物大の模形実験を行い,その結果製作されたもので,高拭

張-ノJ鋼の採用とともに自重の軽減に相当役だっている｡

クラブにおいても,現場鋲以外ほほとんど熔接構造で

あり.特に運転操作の簡易化を目標として,スラブにビ

←ルが触れると巻下

第7図 16t ス

動を日動停止し,つかみ始めには

横行ブレーキをゆるめ,つかみ動作の

に択抗が少なく衝激を緩和するなど,特

殊の操作万 を採用している｡

電源ほ直流で,電動機ほすべて‡600

シリーズのものを採川し,′j､塾軽一品にも

かかわらず高閲度の 転に耐えることが

できる

15.1.7 グラブバケットの最近の傾向

はら物荷役とLてのグラブバケットの

使命ほ大きく,そのつかみ二鼓が生産に直

接影響するだけに,顧客の要求は強く･

ますます くて,よくつかむ,丈夫なグ

ラブバケットの設計,研究が絶えず行わ

れ,昭和32年動こは,全熔接構造の聞き

方向が変向可能の新型グラブバケットを

完成し,好評を得た｡
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また

第8岡 過燐酸石灰用グラブバケット

来ほグラブバケットでは過燐酸石灰の熟成後固

くかたまったものの処理は不適当と考えられていたが,

32年度にはこの処理軍用のグラブバケットを開発し,関

係方面より絶大な好評を博した-

15.l.8 モビールクレーン

32年度も前年に引続き,基幹産業をほじめ各産 生は

産の合理化のため設備の更新,拡充が急速に押し進めら

れ,当然の結果として荷役設備もきわめて活況を墨した｡

しかるに,小｢lの分散荷役に対しては実体をつかむこ

とは困難もあって,旧態然たるままの設備の多い実状で

あったが昨今ようやく能率的な荷役機械の要望がなさ

れ,欧米よりモビールクレーンが輸入,試用されるや,

その 快な機動性とすぐれたクレーン性能は高能率を遺

憾なく発

った｡

して,各方面から異常な関心をもたれるに至

日立製作所でほこのほど,国際的にも故高腰のクレー

第9図 M23 モ ピー′レク レーン

ン性能を有する最も斬新な,M23モビールクレーンを完

成し,程々のタイプテストおよぴフィールドテストの括

果ほきわめて優秀な成 を収め,ただちに第一号機は東

洋埠頭株式会社に納入,好成掛こて稼動している...)

最近の日立

】5.2 巻 上 機

上機ほ機械部分については材魚,二に作精

度の向上などにも相当みるべきものはあるが,特に著し

い改良点は全休を均衡ある合理的設計にしたことであ

る.｡

すなわちむだを省いて小じんまりまとめてあるので強

度は十分で据付面積が小さくなった｡また軸受ほ自動給

油式であり,減速歯車はすべてケース入りの油浴式で,

このギヤーケースは軸受と一体の完全密封式となり油洩

対策が不要となるなど幾多の利点を有している｡運転手

席には簡単なデスクボードを設け必要計器,スイッチ類,

操作ハンドルを合理的に配置し運転操作を容易ならしめ

てある｡昭和29年これを日立新標準巻上機として発表し

て以来,好評を博し昭和32年度においてほ羽幌炭砿株式

会社納250kWをはじめ多数製作納入した｡

近年における巻上梯の顕著なる発展進歩はむしろ電気

的制御方式にあるということができ,また近時の運転合

理化の要望に応ずるものとして遠隔操作による自動運転

力式がある｡

一定時間に一定量以上を確実に運搬するためにはあら

かじめ設定したプログラムどおりの運転が望ましく,設

定時問が 荷の変動により敏感に変動しないことが条件

となってくる｡斜坑,立坑のスキップ巻上設備では積込,

放出を安全確実に行うためにその地点にて安定した低速

度を維持する必要がある｡立坑ケージ巻においても鉱革

の汁=ノ入れや人員の昇降を能率良く行うために着床誤差

を少なくせねばならない｡これらの要求を満足させるた

めにほ 来の交流巻上機の抵抗制御方式でほ到底不可能

であるので各位の特殊制御方式が案出された｡

さきに立坑巻上機に交流制動機方式を実施したが続い

て低周波制御方式を完成した｡常磐炭砿株式会社神之山

砿に設置された 600HP スキップ巻上機がこれであつ

て,自動運転で積込と放批 スキップカーの底扉 を憫

伴う始動を考慮し-･巻上周期の始めと終りに安定低速部

分を設けてある｡この制御方式の巻上機はわが国で最初

のものであり, 転結呆も好 である｡目下製作中の同

和鉱業妹式会社花岡鉱業所納300kW立坑巻上機も木方

式のものである｡

今後この種の要求ほますます増大すると考えられるが

このようi･こ梢殊制御方式カ 従めたた(しー一イさ立稲 直流ワー

ドレオナード方式の分野と考えられてt･､た大馬力の範囲

まで交流巻上機が進汁けるようになった｡:
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第10図 会

第11図 600HP ス キ ッ プ 巻 上 機

15.2.1低周波制御による自動運転のスキップ設備

斜坑スキッブ方式ほ炭車 搬に比して輸送能力,維持

費においてまさり,集団ベルトコンベヤに比しては設備

費が少ないので中程度の出炭に有効な運搬手段としてそ

の有利性を認められ次第に増設される慣向にある｡今回

常磐炭砿株式会社茨城砿業所に納入稼動中の神之山砿ス

キップ設備ほわが国において初めて低周波制御方式によ

る巻上機の自動化を行い,積込みより放出までの全行程

を自動運転化した新鋭設備である｡

この設備の概要ほ第】0図に示すように,切羽よりダブ

ルチエンコンベヤおよびベル1､コンベヤで運ばれ易二内ポ

ケットに貯えた石炭を,日動積込装置によりスキップカ

ーに積込み,これより長さ1.8km,傾斜17度の坑道中

を2台のスキップカーを 転し,坑口ポケットに放出,

エプロンフィーダで原炭貯炭場へのベルトコンベヤに供

給するものであるこ スキップカーほ1台の積 量15tで

坑口に設置された押ボタンで運転され,240皿/min(将

350m/min)で石炭を ぶもので,運転 中の速度制

御はもちろん,停止も自動的に行われる｡

自動積込装置は坑底ポケット下部に設けられ,スキッ

プの動きを利用して圧気にてゲートを開閉し,スキッブ

の走行中に積込を行うきわめて能率的なものである｡な

お開閉扉は2 になっており匠気の万一の不具合に対し

万全を期している｡

巻上機はケーぺ巻上磯を2台直列においた構造で,ロ

ープ長さ 整用兼ベンドシープを後方に設けてある｡シ

ーブにはゴムライニングを胱入し,摩擦係数を増大させ

るとともにロープの摩耗を防止している二･

電気設備としてほ,低周波制御方式を 用L,積込,

放J｣_lの際の安定低速度を確保し,また正確なプログラム

運転を行うため,パイロット発

併mにより,

機および磁気増幅儲の

速度を自動制御している｡なお詳

細については,｢5.1.7 交流巻上機｣の電気設備の項を

参照されたい｡

15.2.2 遠方操作式3胴スクレーパホイスト

3胴スクレーパホイストを使用し,作業場が広大にな

ったとき,または積込み箇所が機械据付場所より見通し

第12図 遠方操作式3胴30HPスクレー/くホイスト
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がきかないような場合,従来の手動足踏

て遠方操作式とすれば,運転者は

作を機械化し

作に最も適した任意

の位置でスクレーパの動きを監視しながら,操作函によ

り容易確実に 転できるので,積込み作業の能率を著し

く向上させることができる｡

策】2図に作業範囲が広くかつ作 能率のよい遠方操

作式3胴30HPスクレーパホイストを示すが,既納品

の手動足踏式スクレーパホイストもホイス†機械品につ

いては,ドラムカバー,ブレーキの改造,およびクラッ

チレバー,押上機台の追加,電気品については,押上機,

操作函,接触器函の追加など簡単な部品の改造により遠

方操作式とすることができる｡

産

を多数

15.3 歯車および減速機

界の活況に伴い32年度も優秀な歯車および減速機

作L′た｡歯車の精度向上にほ歯切機械,歯車検査

機を整備するとともに挟まぬ研究を重ね,精度に関して

は昭和17年より歯串精度規格を作製実施していたが,そ

の後精度に関する幾多の研究 鹸の結果DIN,AGMA,

BSSに比肩する歯車単体に関する歯車およびブラン

クの精度規格と歯車の組立に関する精度規格を作製

した｡上記歯車精度規格は最近制定された全日本歯車工

業界歯車精度規格の母体となったものである｡歯串に関

してはさらに下記のような基礎研究を行っている｡

(1)工作精度と動荷 の関連に関する基礎的研究

(2)最も適切なる歯車歯形の研究

最近生産Lた歯車のうち特記すべきものは

(i)ターボ圧縮機用増速歯串 周速 80m/s

単一ピッチ誤差 4/∠

･ii､

(iii)

(iv)

(Ⅴ)

フライングシヤー変速用楕円歯車

路面電車用ハイポイド歯車

スキンパスミル用コーンウオーム

直線歯形インターナルギヤーポンプ用歯車

第13図 シャシーダイナモメータ用

4段減速減速機

などである｡

また歯申の重量軽減のため特殊鋼 ギヤータイヤを,

従来一般に行われている焼朕式にかわり,鋼板製アーム

に直接熔接するきわめて困難な全熔 歯革の製作に成

功した｡

歯串減速梯は数馬力～1,200HPの範囲で,コンベヤ

用,セメントキルン用,製紙ドライヤ用,ポンプ用,自動

申訳 機(シャシーダイナモメータ)用など各型式にわ

たり多数製作した｡

15.3.】シャシーダイナモメータ用減速機

木機はシャシーダイナモメータ用として特に設計した

もので,6偶のピニオンおよびギヤーを外部よりハント

作により適宜組合せることにより,等比級数的に4

することができる｡モータピニオンにはこ-ドル

ベアリングを使用し寸法を極力きりつめるとともに,特

殊鋼製全熔接ギヤーを使用して吏量の軽減を因ってあ

る(｢

仕 ほ~F記のとおりである｡

馬 力 120HP

電動機国転数 1,000rpm

減 速 比 1.68 2.78 4.64 7.7

】5.3.2 大阪窯業セメント株式会社納200HP減速横

木機はセメントロングキルン駆動用に使用されるもの

で,常時ほ200HP電動機により駆動し,危急の場合は

クラッチを入替え,50HPディーゼルエンジンにより駆

動される｡潤滑はギヤーポンプによる強制潤滑で,油タ

ンクおよび油冷却器を備えている｡

本減速機の仕様は下記のとおりである｡

伝 達 馬 力

原動機側回転数

被動機側回転数

減 速 段 数

減 速 比

200HP

580rpm

6,825rpm

3段

84.98

50HP

l,200rpm

O.86rpm

6段

1,394

第14岡 ロングキルソ用200HP減速機
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15.4 ホ イ ス ト

32年度におけるホイス=･よ,これまでの一般用の機桂

に,さらに検討,改良を加え,新しい電動トロリを発

するとともに,使用目的に最適の 用機なども製作し

大いに各工業に役だてることができた｡

普通型電動トロリは,広範囲な使用条件に適するよう

走行速度が2重可変式となっているが,特殊用途すなわ

ち比較的短距離の走路では作業の性質によって単速でも

間に合うところがある｡このような用 に対して走行速

度を単速とし,K型電動トロリの特長を採り入れ計画し

た小型軽便な機種1t単速電動トロリが開発された｡そ

の機能ほ,単速度という点を除けば普通型電動トロリに

ほとんどそん色なく,しかも首重は普通遡の60%,容積

ほ65%,そのほか,H寸法が小さくかつ低高揚程いずれ

にも共用できるなどの利点を有している｡

ホイストに運転室を連結したテルハは,長距離の輸送,

あるいは床上において運転者がホイストに随伴操作でき

ない場所などに有役な機種である｡

新型AGBケージは,次の特長を有し好評を博してい

る｡すなわち,

(1)車輪をケージ上方の前後に配列し,

イストの連結部分に緩衝装置を けたため,起動,停

止時の揺動が激減し安定度が高くかつ乗りごこちが良

くなった｡

(2)前,背面の窓を拡大し,さらに底面に対してほ

これまで死角であった足下まで見通しが効くようにな

った｡

(3)そのほか,警笛を`電鈴にしかつホイストとケー

ジとの着脱を容易ならしめた.｡

5tビームトロリは,5t鎖動トロリ付ホイスト2台と

ともに,東京電力株式会社新東京火力発電所に納入され

たもので,ボイラ川徴紛舵機の分解,点検作業に活躍し

ている｡

弟け図に示すように,ホイストの鎖動トロリ部分を2

組取り付け,これを可動ビームの左右上面に固着してあ

る｡この可動ビームは,ホイストが走行する主軌条の一

部をなすもので,ホイストを可動ビームまで移送した

後,†ロリ用鎖を操作すれば,この部分全体が主軌条に

対して交叉状に配してある上方の複軌条路を走行するも

ので極小型,簡易鎖動式天井走行機である｡

最近,ホイストに対しては揚卸ばかりでなく走行を主

とした専用機が要望されるようになった｡自動トロリは

この代表的なもので,舞18図に示すようにホイスト本

体は付属せず,ローヘッド型 動トロリと,ホイスト専

用の押ボタン,案内スイッチなどによって構成されてい

る｡この第1片機ほ,すでに某社に納入され,飛躍的な

第40巻 第1弓･

第15図1,000kg単速電動トロリ付ホイスト

第16固 2,000kg AGBケ～ジ什テルハ

第17国 5,000kg ビームト
ロリ

盛･豪速±
第18図 2,0001くg 日 動ト ロリ
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生産向上に京

操作は2

している｡

所遠方操作でA,B地区の荷物搬送に用い

られる-_∴運行の概要ほA,B地区にそれぞれ2箇所停止

点があり,A地区で切換スイッチとボタンを傑作すれ

ば,B地区のうち,指示する1点まで走行の上,自動停

止する._〕もどりの場合もこれと同様であるL〕このほか,

程々の任息動可能の補助操作,および安全装置が含まれ

ている二Jこの機種に限時リレーなどを併川すれば往復全

行程が仁】動運転となる〕

近時斧工

15.5 空気輸送機

界は固形物より粉粒体を取り扱うことが多

ミこなり,これらの合邦的輸送管理が望まれている｡この

面で空気輸送機ほ他機種の及ばない特

微粉の

電力

を発揮し,粕に

距離,大容量輸送に清躍Lているし.

界は最近火主水従の傾向で,行所に火力発電所

第19図 エ ン/ ェ ク タ 式空気輸送機

が設備され,このボイラより排日される灰処朗主にほ空気

輸送力式が多く使用されるようになった_,いままでの灰

処理力法には,水を使うカ式や機械的輸送が多く,とか

く灰の飛散に悩まされ,その輸送管理ほ必ずしも合邦的

に行われていなかった｡日立製作所でほ今回斯卯の充満

をきって新方式空気輸送による処理方式を完成し,東京

電力株式会社千葉火力発電所に納入Lた.∴ これほ四つの

ホッパから排r11されるフライアッシュを,エジュクタ式

輸送機で1箇所に集め,これをセラ式輸送機により約

500Ⅰ℃輸送する方式で,フライアッシュの長距離回収輸

送用としては他機種の追随を許さないものである｡,

同じく火力発電所のボイラ設備の■一一･環として,所内清

掃川の集塵装置一式を,東京電ノ｣株式会社千葉火力発電

所および鶴見第二火■力発電所にそれぞれ製作納入Lた

が,さらに新設はもちろん,既設ボイラ用にも同じくこ

の集塵装置を坂り付ける計画が進んでいる｡本装置は建

物の各J師こ配管を施してその中に真空誓を作っておき,任

意の吸引[=こフレキシブルホースをさし込んで,-･般の

バキュウム･クリーナ同様にその付近が清掃できるもの

で,今後火力発電所以外の大工J恕.ビルディングなどに

も適川できるものであるしノ

そのほかTl獄内の作業合理化のため,能率,街′主ならび

に経済的見地から,化学_l二場,セメント亡場,醸造工場

などにおける,原料および製品の輸送月-jとして大いに聖

気輸送機が賞用されつつあるし.住友化学工 株式 会社杜菊

造所に納入Lた空気輸送設備ほ,アルミナをローダ

リバルブ付輸送機により,キルンから約560皿 れたサ

イドまで輸送Lている｡.この型の輸送機としてほ輸送符

二払 輸送距離ともに記録的なものである.一､

日立製作所においては,昭和32年度までに百数十什の

空気輸送機を製作し,取り 穐の体粒粉た､

扱 も,すで

第20図 ロータリバルブ付空気輸送機
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に20数種類に及んでいる｡その実施にあたっては,それ

ぞれ被輸送物を分析して,粒子の形状,粒度,含有水分

などを測定L,また工場内の 鹸装置により,各粉粒体の

もつ管内抵抗係数あるいほ輸送風速などの調査試験を行

ったうえ,設計製作してきた｡しかLながら工場内の実験

に使用する被輸送物と, 際に現地で輸送する被輸送物

とは性質状態が真なる場合が多く,粉体の収攻上特に経

験と注意を要する問題であるL二.たとえば近時注目されて

きたフライアッシュほ,非常に温度および湿度に敏感で

あり,わずかの条件で息角,凝固性などが異なってくる-

15.5.1セメントの長距離輸送

昭和25年度以来,日立製作所のフラグソ 輸送機は,

肴所のダム建設に,あるいほ工場内の原料,製品の輸送

用に活躍してきたが,32年度¢ lエ 株式会社,田子

介ダム建設に使用するセメント輸送用として,フラクソ

式輸送設備一式を納入した｡本設備は輸送容量30t/b,

水平距離650m,最高揚程140m という,いずれもわ

が国における長距離,高揚程輸送の記録設備を有してい

る｡これらの設備は,ダム建設用として多くの特長を有

しているが,100‡nの河幅を吊椅で横断し,断崖上に輸

送路を設定できることほ,とうてい他機瞳の追随を許さ

ぬ点である｡

15.る チエンコンベヤおよびバケット

エレベータ

昭和32年度においては,日立金属工業株式会社におい

てスイペルチエソコンベヤおよびブロックチエン式バケ

ットエレベータを開発したので次にその概要を示す｡.

スイベルチエンコンベヤは水平面上いずれの方向にも

屈曲して運転され,狭い場所をきわめて有効に利用する

ことができるので,おもに食品工
,化学｢二

など箱詰

の品物を運搬するのに広く使用されている.

構造ほ,きわめて簡単で,これに使用されるチエンほ

ピン穴郡がつづみ状で特に屈曲しやすい構造になってい

る｡

弟23図ほ酪農工場で牛乳瓶詰装置の窄箱および牛乳

庸.を詰めた箱の運搬にスイベルチエンコンベヤを使用し

た例で,ほかの自動機械と組合わせて1時間に約600箱

の牛乳を処理している｡

スイベルチエンコンベヤは上記のほかに各種の工場で

広く使用されているが,今後食品工業特に酪農工 の含現化がすすめられるとともにこの種コンベヤはさらに広

範囲に適用されるであろう.｡

ブロックチエン式バケットエレベータの最も大きな特

長は,チエンを駆動するのにスブロケ､ソトを使用せず,

歯のないフリクショソホイールを使用していることであ

る｡

第40巻 第1号

第22図 スイベルコンベヤの鸞曲部

自動牛乳詰樽

∈ヨー漣出
第23図 酪袋工場における牛乳瓶語装置の一例

第24岡 ブロックチエソ 第25岡 チェソとフリク

とノミヶット ションホイールとの関

係(ヘッドよりエレベ

ータテールを望む`)

第25図に示すようにフリクションホイールの頂部は,

プロ､ソクチエンの両面に設けられているⅤ溝にはまり合

う形状をしているので,この場合に生じる摩擦力が全荷

電をささえる構造になっている｡

またブロックチエンほ両面が対称にできているので,

たとえ片面が摩滅しても裏返しすればふたたび使用でき

るので,長期間の使用に耐え,特にセメント,石灰,コ

ークス,石灰などの 耗物質の運搬に適している｡




